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Ⅰ　佐竹先生に贈る















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ずテレビを見ていても今の日本語は正しい使い方？変じゃない？検索だ ! ! な
どいちいち気にする小うるさい大人にはなりましたよ。
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Ⅱ　佐竹秀雄教授の経歴と業績
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Ⅱ　佐竹秀雄教授の経歴と業績
【業 績 一 覧】
１　著　書
新文章工学 共著 1978年10月 三省堂
文章作法事典 共著 1979年３月 東京堂
図説日本語 共著 1982年２月 角川書店
文字・表記と語構成 共著 1987年12月 朝倉日本語講座１
 （朝倉書店）
言語生活の目 単著 1989年７月 筑摩書房
福武国語辞典 共著 1989年９月 福武書店
デイリーコンサイス国語辞典 共著 1991年３月 三省堂
デイリーコンサイス国語辞典 第２版
 共著 1995年４月 三省堂
デイリーコンサイス漢字辞典 共著 1995年７月 三省堂
デイリーコンサイス国語辞典 第３版
 共著 2000年９月 三省堂
デイリーコンサイス国語辞典 第４版
 共著 2004年７月 三省堂
敬語の教科書 共著 2005年３月 ベレ出版
ことばの表記の教科書 共著 2005年４月 ベレ出版
文章を書く技術 単著 2006年２月 ベレ出版
デイリーコンサイス国語辞典 第５版
 共著 2009年５月 三省堂
２　論　文
構文解析の一つの試み 単著 1972年９月 計量国語学　62号
ひらがなの字形に順序を与える 共著 1973年９月 計量国語学　66号
鏡文字 共著 1974年９月 計量国語学　70号
小説にあらわれた人名 単著 1976年11月 言語生活　302号
表記のゆれを測る 単著 1977年２月 国立国語研究所報
告59『電子計算機による国語研究Ⅷ』
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『表記の「ゆれ」の尺度』について 単著 1977年３月 計量国語学　80号
数理的研究 単著 1978年６月 国語学　113集
今、コピー時代の中で 単著 1979年10月 言語生活　334号
表記行動のモデルと表記意識 単著 1980年３月  国立国語研究所報
 告67『電子計算機による国語研究Ⅹ』
若者雑誌のことば－新・言文一致体－
 単著 1980年７月 言語生活　343号
日本語の表記の表現性 単著 1980年８月 
 国文学 解釈と鑑賞　45－８
和語・名づけ・流行歌 単著 1981年11月 言語生活　359号
各種文章の字種比率 単著 1982年３月 
 国立国語研究所報告71『研究報告集３』
現代の専門用語 単著 1982年11月 
 『講座日本語の語彙７』明治書院
若い世代の文章 単著 1982年11月 
 大阪大学国文学研究室編「語文」40
現代表記のゆれ 共著 1983年３月 
 国立国語研究所報告75
文字の性質と使い方 単著 1984年２月 
 『講座日本語の表現２ 日本語の働き』
 筑摩書房
文字・表記（理論・現代） 単著 1984年６月 国語学　137集
文科系のためのワープロ利用技術 単著 1984年７月 日本語学　３－７
日本語情報処理における最適化表記
 共著 1986年３月 
 情報化社会における言語の標準化
 （科学研究費補助金成果報告書）
外来語表記法の問題点 単著 1986年11月 
 『論集日本語研究①現代編』明治書院
漢字・平仮名・片仮名の比率 単著 1987年３月 
 『計量国語学と日本語処理』秋山書店
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Ⅱ　佐竹秀雄教授の経歴と業績
表記行動と規則、仮名の役割 単著 1988年５月 
 『日本語百科大事典』大修館書店
ワープロ文章術入門 単著 1988年11月 日本語学　７－12
若者の文章とカタカナ効果 単著 1989年１月 日本語学　８－１
Statistical method to analyze the written form variation of Japanese words
 単著 1989年３月 
 Japanese Quantitative Linguistics
 （Quantitative Linguistics　vol.39）
現代日本語 文字・表記 単著 1989年９月 
 『言語学大辞典 第２巻』三省堂
表記 単著 1989年９月 
  宮地裕編『講座 日本語と日本語教育
１』明治書院
パロディにみる文体－文体の計量的分析をめざして－
 単著 1990年３月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報１
表記行動と漢字 単著 1990年９月 日本語学　11－11
ジュニア小説とファンレター 単著 1991年３月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報２
新言文一致体の計量的分析 単著 1992年３月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報３
俳句における振り仮名の用法と意義
 単著 1993年２月 俳句研究　60－２
昭和軽薄体と新言文一致体 単著 1993年３月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報４
「書きことば」の空間学 単著 1993年８月 言語　22－８
経済性からみた漢字 単著 1993年12月 言語　22－12
悪文のパタンと出現メカニズム 共著 1994年３月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報５
日本語研究と情報教育 単著 1994年３月 
 武庫川女子大学情報教育センター年報93
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新聞のあて字－スポーツ紙の場合－
 単著 1994年４月 日本語学　13－４
文字・表記 単著 1994年５月 日本語学　13－６
現代俳句と言語研究 単著 1995年１月 日本語学　14－１
新たな文体を模索する 単著 1995年１月 言語　24－１
女子大生と若者ことば 単著 1995年３月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報６
若者ことばとレトリック 単著 1995年11月 日本語学　14－12
日本語学の対象と方法－文字・表記－
 単著 1996年７月 日本語学　15－８
女らしさのイメージ 単著 1996年６月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報７
テレビ・マスコミ時代の日本語 単著 1996年９月 
 国文学 解釈と鑑賞　41－11
若者ことばと文法 単著 1997年４月 日本語学　16－４
混ぜ書きの条件－小学校国語科教科書をデータとして－
 単著 1997年５月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報８
最も同音異義語が多い言語 単著 1998年５月 言語　27－５
新聞社会面記事の語彙と漢字－1997年の新聞３紙を資料として－
 単著 1998年６月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報９
文字・表記の調査 単著 1998年９月 日本語学　17－10
情報化社会と表記 単著 1998年９月 日本語学　17－11
「ひとごと」「みたいな」「私って」？－若者ことばの用法に見る言語意識－
 単著 1998年９月 ファッション環境
新聞第一面記事の語彙－1997年の新聞３紙を資料として－
 共著 1999年７月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報10
パソコンで展開する文章のテクノロジー
 単著 2000年２月 





 単著 2000年５月 言語　29－５
新聞「家庭面」における漢字 単著 2000年５月 
 『国語文字史の研究　五』和泉書院
新聞における生活・家庭面の基本語彙－1997年の新聞３紙を資料として－
 単著 2000年７月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報11
文字表記 単著 2000年11月 別冊国文学　53
研究対象の量とサンプリング 単著 2001年４月 日本語学　20－５
女性冠詞の根本問題は解決していない
 単著 2001年12月 
  遠藤織枝編『女とことば－女は変わっ
たか 日本語は変わったか』明治書院
新聞の生活家庭面における外来語 単著 2002年１月 日本語学と言語学






変容する「書く暮らし」 単著 2002年12月 日本語学　21－15
ドラマと流行語 単著 2003年２月 日本語学　22－２
文字・表記（理論・現代） 単著 2004年７月 国語学　55－３
日本語はどの程度「文字の言語」であるか
 単著 2004年８月 言語　33－８
若者ことばとその時代 単著 2005年３月 
 中村明ほか編『表現と文体』明治書院
現代日本語の文字と書記法 単著 2005年４月 
  林史典編『朝倉日本語講座２文字・書
記』朝倉書店
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メール文体とそれを支えるもの 単著 2005年５月









 単著 2008年２月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報18
新聞投書欄の語彙調査 単著 2008年12月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報19
新聞における投書の文章スタイルの計量的分析
 単著 2009年３月 
 三宅和子・佐竹秀雄・竹野谷みゆき編
 『メディアとことば』４巻　ひつじ書房
新聞投書欄の新聞社別語彙比較 単著 2009年10月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報20
日本語学とことわざ研究 単著 2009年12月 
 国文学　解釈と鑑賞　74－12
国語辞典と語彙 単著 2011年12月 
  斎藤倫明・石井正彦編『これからの語
彙論』ひつじ書房
課題図書にみる教育漢字 単著 2011年12月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報22
日本語の攻防「文字・表記」文字体系
 単著 2012年10月 日本語学 31－12
愛犬家と愛猫家の表現法－投稿文における語彙と表現－
 単著 2012年12月 




젊은이들 말의 특징과 그 배경 単著 2013年６月 
  韓美卿編『日本語学・日本語教育 ４　
경어』Ｊ＆Ｃ





 単著 1997年９月 
 計量国語学　21－２
伊藤雅光著『計量言語学入門』 単著 2003年６月 国語学　54－３
笹原宏之・横山詔一・エリク = ロング著『現代日本の異体字－漢字環境
学序説』 単著 2005年４月 
 日本語の研究１－２
４　口頭発表
自動構文解析の一方法 単 1973年９月 
 計量国語学会第17回大会
表記のゆれを測る 単 1976年３月 
 昭和50年度国立国語研究所研究発表会
表記行動のモデル化 単 1977年５月 
 昭和52年度国語学会春季大会
表記意識の分析 単 1978年９月 
 計量国語学会第23回大会
雑誌に使われた漢字と仮名 単 1982年３月 
 昭和56年度国立国語研究所研究発表会
表記行動と機械処理 単 1983年９月 
 特定研究「言語の標準化」シンポジウム
新・言文一致体のその後 単 1991年１月 大阪大学国文学会
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 平成２年度研究発表会
上方落語に見ることわざ 単 1998年９月 ことわざ研究会
 第10回ことわざフォーラム
ことわざにおけるユーモアの正体 単 2004年10月 ことわざ研究会
 第16回ことわざフォーラム
ことわざ学の可能性 単 2007年９月 ことわざ学会
 第19回ことわざフォーラム
新聞における投書表現の分析 単 2008年６月 
 第21回メディアとことば研究会




校正実務講座テキスト上巻 共著 1982年３月 実務教育研究所
基礎からの国語表現の実践 共著 1982年１月 京都書房
表覧演習　常用漢字の基礎 共著 1985年１月 京都書房
表覧演習　常用漢字の完成 共著 1985年１月 京都書房
日本語チェック2000辞典 共著 1992年11月 京都書房
級別漢字ノート 共著 1992年12月 京都書房
国語基礎知識 共著 1996年１月 京都書房
現代文単語 共著 1998年１月 京都書房
サタケさんの日本語教室 単著 2000年３月 角川書店
 （2008年に『日本語教室Ｑ＆Ａ』に改題）
なるほどなっとく日本語塾 単著 2008年12月 PHP
◆教科書編集
　小学国語（平成４年版） 共編 1991年１月 大阪書籍
　小学国語（平成８年版） 共編 1995年１月 大阪書籍
　小学国語（平成12年版） 共編 1999年１月 大阪書籍
　小学国語（平成14年版） 共編 2001年１月 大阪書籍
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Ⅱ　佐竹秀雄教授の経歴と業績
　国語表現Ⅰ 共編 2002年４月 京都書房
　国語表現Ⅱ 共編 2002年４月 京都書房
　改訂版 国語表現Ⅰ 共編 2006年４月 京都書房
　改訂版 国語表現Ⅱ 共編 2006年４月 京都書房
◆報告
　「女らしさ」の意味・用法・イメージの記述的研究
 共著 1997年３月 
 科学研究費補助金研究成果報告書
　新聞記事に基づく生活基本語彙の選定
 単著 2000年３月 
 科学研究費補助金研究成果報告書
　新聞投書欄の語彙－1999年の新聞３紙を資料として－
 単著 2003年12月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報14
　日常語化した専門語（新語）の語彙的構造の研究
 単著 2004年３月 
 科学研究費補助金研究成果報告書
委託研究「インターネｯトを利用した日本語文章作成力トレーニングコ
ンテンツの開発」の概要報告（上） 単著 2005年12月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報16
委託研究「インターネｯトを利用した日本語文章作成力トレーニングコ
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Ⅲ　佐竹秀雄教授　新聞掲載記事
見出し・媒体（日付）、佐竹教授のご研究との関連　について記す。
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